【参考様式３】クラスター計画表

クラスタープラン
	クラスター
プロジェクト名
	Ａ町 トマト生産拡大プロジェクト


	団体名
	Ａ町

	連絡先等
	部署名　　　　　課
住所
連絡先（TEL）　　　　　　　　（FAX）
　　　E-mail


１．クラスタープロジェクトの全体概要
	ＪＡ●●のトマト主産地Ａ町で、トマトの生産拡大を核として、関連する集出荷場、農産品加工施設、道の駅、地元レストラン等が連携し、拡大再生産の好循環を生み出す産業クラスター化を目差す。
　ＪＡ出資型法人の整備する次世代園芸団地を中心に中山間農業複合経営拠点を整備すると共に、地元生産者の規模拡大や、新たにトマト生産に参入する企業誘致も行う。
　さらに、研修できる仕組みをつくることで、新規就農者の育成にも取り組み、若者が夢を持ってＡ町で働ける農業の実現を目指す。
　


※クラスタープロジェクトの目的、取り組みの概要等について全体像が分かるように記入
２．事業実施地域
	Ａ町


３．クラスターを構成する施設等　　
	《生産》
◎次世代施設園芸団地
○次世代型ハウス
○研修施設
《加工》
○Ｃ加工所加工施設
《流通・販売》
○ＪＡ●●トマト集出荷場
○道の駅直販所
○地元レストラン


※核となる施設の頭に◎を記入
４．事業実施主体等
＜事業実施主体の概要＞
	団体等名
	代表者名
	主な活動内容
	所在
市町村
	備考

	Ａ町トマト生産者
	○○　○○
	トマト生産
次世代園芸施設団地
	Ａ町
	

	ＪＡ●●
	□□　□□
	トマト集荷、販売
研修施設（出資型法人）
	Ａ町
	

	Ｃ加工所
	△△　△△
	トマト加工、販売
	Ａ町
	

	道の駅
	☆☆　☆☆
	直販、観光
	Ａ町
	

	㈱Ｂフード
	▽▽　▽▽
	トマト生産（新規参入）
	
	


５．現状と課題
	地域や産業を取り巻く現状
	・Ａ町のトマト生産は●年ころから始まっている。しかし、生産者の高齢化等により、年々、生産者数、トマト生産量が減少しており、今後、産地としてのビジョンが必要である。
・地域には、古くから、Ａ町のトマトを用いて加工品を製造する業者がいる。規模拡大の意向はあるものの、現在のＡ町だけでのトマト供給量では足りない状況である。
・道の駅では、Ａ町産のトマトを直販している。またトマトを使ったランチを提供。来店した人に好評である。
・商工会を中心に、年１回のイベントを企画・実施している。


	解決すべき課題
	・次世代園芸団地、次世代型ハウスの整備候補地の確保
・ＪＡ出資型法人の立ち上げと経営安定化
・中山間農業複合経営拠点の立ち上げと庭先集荷等のしくみづくり
・ＪＡ●●会員へのクラスター化計画の周知と合意形成、計画実行への主体的な参画
・規模拡大意向農家の把握と経営計画の策定
・新規就農者の確保と育成
・新たに生産に参入する企業誘致と地元の合意・受入体制の整備
・国費も含めて、ハウスや関連施設整備のための有利な補助事業の検討
・トマト集出荷場を中心として、加工仕向け用トマトの安定確保
・新たな加工品の開発と販路拡大
・道の駅での直販拡大や地元レストラン等と連携した青果および加工品の販売拡大
・トマト以外のパプリカ、ナス等その他の特産品とのコラボレーション、ナポリタンの街等さらなる取組の検討等、観光面も含めてＡ町への集客力アップ


６．具体的な取り組み内容
	区分
	事業名及び取組内容
	実施（取組）主体
（団体名等）
	備考

	生産
	次世代施設園芸団地の整備
・適地調査 、農地借受け、基盤整備
・次世代型ハウス整備（JA出資型）
・次世代型ハウス整備（規模拡大農家）
・次世代型ハウス整備（新規就農者用）
・次世代型ハウス整備（㈱Ｂフード）
	ＪＡ●●トマト生産者
ＪＡ●●
Ａ町
※㈱Ｂフード
	

	生産
	中山間農業複合経営拠点の立ち上げ
・協議会立ち上げ
・実施計画策定
・参加希望者公募
・取り組みの実践

	Ａ町
ＪＡ●●
※取り組み希望者
	

	加工
	食品加工施設等の整備
・加工施設の整備検討
	※Ｃ加工所
※道の駅
	

	
	
	
	


　　※区分は、取り組みの種類等を記入（（例）生産、加工、販売等）
７．期待される効果や目標、目指す成果
	期待される効果
（取り組みの５年後を目途として）
	・新規就農者や企業の参入により、トマト産地基盤が強化され、トマト生産量が増加する。
・生産規模の拡大に伴い、トマト生産量が増え、加工業者へのトマトが安定的に供給できるようになり、加工品の増産、新たな販路開拓がみられる。
・Ａ町でのトマトに関わる産業が活性化し、「トマトで●億円産業」が現実的となる。

	目標（年度毎）
※取り組みの目標とする指標を３つ程度設定し、その目標値を記入
（指標例）雇用者数、販売額、出荷額、交流人口数　等
	指標
①　雇用者数（累計）
②　加工品販売額（Ｃ加工所）
③　トマトを使ったランチ提供数(道の駅)
④　トマト出荷量（ＪＡ●●集出荷場）
指標
目標
１年終了時
（H27年度末）
２年終了時
（H28年度末）
３年終了時
（H29年度末）
４年終了時
（H30年度末）
５年終了時
（H31年度末）
①
1名
9名
19名
20名
20名
②
○百万円
○百万円
○百万円
○百万円
○百万円
③
○,○○○食
○,○○○食
○,○○○食
○○,○○○食
○○,○○○食
④
○○○ｔ
○○○ｔ
○○○ｔ
○○○ｔ
○○○ｔ


	目指す成果（アウトカム）
※クラスタープロジェクトの目指す成果目標（アウトカム）を直接的効果だけでなく間接的効果も含めて記入
	○雇用創出数　　　20名
（構成する施設等ごとに記載）
・ＪＡ出資型法人　　  4名　　・規模拡大生産者ハウス　3名　
・㈱Ｂフード　　 　　 6名　　・Ｃ加工所加工施設　  　3名　
・道の駅直販所 　　　 1名　　・ＪＡ●●集出荷場    　3名
○開発したトマトメニューを地域飲食店と連携してイベント化


８．年度別事業計画
	１年目（平成２７年度）

	取組内容
	概算事業費
（千円）
	実施（取組）主体
（団体名等）

	クラスター育成チームの設置
クラスター構想案の策定
	
	Ａ町、ＪＡ●●
県関係機関　など

	中山間農業複合経営拠点協議会の立ち上げ
	○○
	Ａ町、ＪＡ●●
県関係機関
金融機関　　など

	ＪＡ出資型法人の立ち上げ
	○○
	ＪＡ●●


	ハウス整備に向けた適地調査の実施、候補地決定
	○○○
	県
Ａ町

	小計
	○○○
	

	２年目（平成２８年度）

	取組内容
	概算事業費
（千円）
	実施（取組）主体
（団体名等）

	クラスタープロジェクトチームの設置
クラスタープランの策定
コアプレイヤーとの協定締結
	
	Ａ町、ＪＡ●●
県関係機関
参入企業

	ＪＡ出資型法人の立ち上げ

	○○○
	ＪＡ●●


	中山間農業複合経営拠点　実施計画策定・実践
参加希望者公募
	○○
	ＪＡ●●
Ａ町
※ＪＡ出資型法人
※地元加工業者　等

	農地の借受け
次世代型ハウスの基盤整備、施設整備
次世代施設園芸団地の基盤整備、施設整備
	○○○,○○○
	ＪＡ●●
トマト生産者
※ＪＡ出資型法人
県関係機関

	加工施設の整備
（地域ＡＰへの位置付け）
	
	Ｃ加工所
地域本部

	小計
	○○○,○○○
	

	３年目（平成２９年度）

	取組内容
	概算事業費
（千円）
	実施（取組）主体
（団体名等）

	クラスタープランの見直し
	
	Ａ町、ＪＡ●●
県関係機関
参入企業

	中山間農業複合経営拠点による各種事業の実践
	○○○
	ＪＡ●●、Ａ町
※ＪＡ出資型法人
※地元加工業者　等

	農地の借受け
次世代型ハウスの基盤整備、施設整備
（新規就農者用ハウス、参入企業）
	○○○,○○○
	ＪＡ●●
新規就農者
※参入企業
県関係機関

	加工施設の整備
（事業計画作成　、加工原料の供給確保に向けた生産者団体との調整）
	○○○
	Ｃ加工所
県関係機関

	小計
	○○○,○○○
	

	４年目（平成３０年度）

	取組内容
	概算事業費
（千円）
	実施（取組）主体
（団体名等）

	クラスタープランの見直し
	
	Ａ町、ＪＡ●●
県関係機関
参入企業

	中山間農業複合経営拠点による事業の拡充・展開
	○○○
	ＪＡ●●、Ａ町
※ＪＡ出資型法人
※地元加工業者　等

	さらなる次世代型ハウスの整備
	
	ＪＡ●●
企業等

	加工施設の整備・運営
	○○,○○○
	Ｃ加工所
県関係機関

	小計
	○○,○○○
	

	５年目（平成３１年度）

	取組内容
	概算事業費
（千円）
	実施（取組）主体
（団体名等）

	中山間農業複合経営拠点による事業の拡充・展開
	○,○○○
	ＪＡ●●、Ａ町
※ＪＡ出資型法人
※地元加工業者　等

	さらなる次世代型ハウスの整備
	
	ＪＡ●●
企業等

	小計
	○,○○○
	

	計（５カ年）
	○○○,○○○
	


※クラスタープロジェクトの全体計画により、適宜、計画年度を設定
９．その他
　クラスタープロジェクトの概要図（ポンチ絵）及び工程表は、別添のとおり
2

